




























































































































































































































































































































　展覧会は３月 25 日までであったが、４月 10 日から『大阪毎日新聞』紙
上で八景八勝展の画家たちの作品が６回にわたり紹介されている44（写真






























































１ 本稿は、筆者が韓国美術史学会春季学術大会（2019 年４月 27 日、韓国学中央
研究院）で行った口頭発表「재조선 일본인화가와 식민지 투어리즘‒카토쇼린진
（加藤松林人）을 중심으로」を元に加筆修正したものである。
２ 「都市美座談会（１）」『京城彙報』224 号、1940 年７月、「都市美座談会（２）」








木課長。『朝鮮彙報』224 号、1940 年７月、p. 23．加藤は号として、「松林」と「松
林人」の両方を用いており、ここでは松林の名義で参加している。
４ 「都市美座談会（１）」『京城彙報』224 号、p. 23.
５ 「都市美座談会（２）」『京城彙報』225 号、p. 23.
６ 「都市美座談会（２）」『京城彙報』225 号、p. 25.
７ 喜多恵美子「在朝鮮日本人画家加藤松林人の活動—自筆履歴書をめぐって—」
『大谷学報』97 巻２号、2018 年、p. 53, pp. 76‒77.
８ 加藤松林人『回想の半島画壇』p. 55, p. 220, p. 390.














































23 加藤松林「交友うつり変り」『京城雑筆』第 70 号、大正 13 年（1924 年）12 月、
p. ９．加藤は 1917 年 11 月に渡鮮しており、松本自身が 1917 年に京城に移住し
たと述べている内容と若干の齟齬が生じる。
24 加藤松林「松本先生」『京城雑筆』第 68 号、大正 13 年（1924 年）10 月、p. 36．
25 『京城雑筆』についての研究としては、이민희「일본어 잡지『경성잡필』로 본 
식민 담론」『翰林日本学』Vol.29、2016　がある。
26 加藤松林「鮮展を前に」『京城雑筆』第 61 号、大正 13 年（1924 年）３月、
p. ７；「新義州から」『京城雑筆』第 66 号、大正 13 年（1924 年）８月、p. ５；は
じめ多数。
27 平田久雄「松林氏画会」『京城雑筆』第 73 号、大正 14 年（1925 年）３月、p. 11．
28 松本武正「はじめに」『探勝案内』。















31 金剛山観光の路線拡充については金炫淑「근대기 혼성 문화공간으로서의 금강
산과 금강산 그림」『温知論叢』第 35 輯、2013, pp. 459‒460.を参照のこと。
32 「朝鮮に光る—亀屋商店主進辰馬」『朝鮮新聞』昭和２年（1927 年）２月 10 日
付。
33 高木背水「金剛山に就いて」『京城雑筆』第 65 号、大正 13 年（1924 年）７月、
p. ８．
34 加藤松林「金剛山たより」『京城雑筆』第 69 号、大正 13 年（1924 年）11 月、
p. 14.
  　この他にも満鉄旅客係主任の佐藤作郎「金剛山漫筆」（第 68 号、1924 年 10 月）、
総督府鉄道局の久保田得三「金剛山国立公園論」（第 77 号、1925 年７月）、朝鮮
鉱業会の徳野眞士「金剛ハガキ便り」（第 79 号、1925 年９月）、平田久雄「金剛
如意記」（第 81 号、1925 年 11 月）吉岡久「金剛山手記」（第 92 号、1926 年 10
月）、長安寺ホテル支配人伊藤龍「長安寺村雑筆」（第 92 号、1926 年 10 月）など
がある。




























1936 年３月 25 日付。
44 「春、観光の八景八勝（１）　加藤松林画」『大阪毎日新聞（朝鮮版）』1936 年４
月 10 日付。その他の画家は宇野逸雲（４月 11 日）、松田黎光（４月 14 日）、堅山
坦（４月 15 日）、遠田運雄（４月 16 日）、村上美里（４月 17 日）山田新一（４月
17 日）、三木弘（４月 19 日）らが掲載された。
45 「輝く日本博見物記（７）—朝鮮館に光る異彩“八景八勝”」『大阪毎日新聞（朝









































김현숙「근대기 혼성 문화공간으로서의 금강산과 금강산 그림」『温知論叢』第 35
輯、2013
이민희「일본어 잡지『경성잡필』로 본 식민 담론」『翰林日本学』Vol.29, 2016
加藤松林人『回想の半島画壇』1952 年
加藤松林人『履歴書』1979 年
 （大谷大学教授　韓国・朝鮮美術）
 〈キーワード〉朝鮮八景、金剛山、『京城雑筆』

